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大
賀
区
は
、館
山
祭
礼
地
区
西　

の
端

で
、 

西
岬
と
の
境
に
位
置
し
ま
す
。 

か
つ

●
地
区
名
：
大
賀

●
神
社
名
：
御
瀧
神
社

●
屋
根
：
延
方
形
普
及
一
直
線
型

●
蕨
手
：
普
及
型
　
●
造
：
白
木

●
露
盤
：
桝
型
　
●
棰
：
棰

●
胴
：
二
重
勾
欄
前
後
階
段

●
桝
組
：
五
行
三
手

●
扉
：
前
後
扉
　
●
鳥
居
：
明
神
鳥
居

●
台
輪
：
普
及
型

●
台
輪
寸
法
：
三
尺
八
寸

●
制
作
者
：
中
台
祐
信

●
制
作
年
：
平
成
二
十
年
五
月

 

地
域
の
自
慢

自
慢
の
神
輿

て
は
、沖
ノ
島
、鷹
の
島
を
望
む
名
勝
地
と
知
ら
れ
、人
家
も
ま
ば
ら
で「
原
」と
呼
ば
れ
た

農
耕
地
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。原
の
中
ほ
ど
の
小
高
い
丘
に「
天
王
様
」と
呼
ば
れ
た
社

が
あ
り
、丘
の
下
に
は
古
墳
時
代
の
横
穴
墓
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。昭
和
の
時
代
、洲
の
崎

海
軍
航
空
隊
が
開
設
さ
れ
た
事
で
、辺
り
の
景
色
が
一
変
さ
れ
、今
は
県
道
よ
り
山
側
は
、

昭
和
三
十
七
年
に
開
設
さ
れ
た「
国
立
海
上
技
術
学
校
」が
あ
り
、そ
の
回
り
は
碁
盤
目
の

よ
う
に
整
備
さ
れ
た
土
地
に
住
宅
が
立
ち
並
び
、旧
海
軍
の
砲
台
跡
地
に
は 

、昭
和
四
十

　

大
賀
に
は
昭
和
三
十
二
年
に
地
元
大

賀
の「
孫
平
」と
い
う
大
工
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た「
中
神
輿（
ち
ゅ
う
で
ん
）」が
あ
り
ま

し
た
が
、地
区
の
方
々
の
篤
い
思
い
に
よ

り
、  

平
成
二
十
年
に
浦
安
市
行
徳
の
神

たくさんの龍が彫られている神輿彫刻 飾り金具にも神輿職人「中台」の技が光る 中神輿

年
に
深
津
牧
師
の
尽

力
で
開
設
さ
れ
た

「
か
に
た
婦
人
の
村
」

が
あ
り
ま
す
。

　

海
側
に
は
、古
く

か
ら
崇
拝
さ
れ
続
け

て
い
る
真
言
宗
智
山

派
の
寺
院「
積
蔵
院
」

が
あ
り
、江
戸
時
代

後
期
に
は
寺
子
屋
が

開
か
れ
て
い
ま
し

た
。現
在
で
は
浜
近

く
に
、ホ
テ
ル
や
大

学
の
研
修
施
設
が
立

ち
並
ん
で
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
初
期
に

創
建
さ
れ
た
地
区
の

鎮
守
様
の「
御
瀧
神

社
」を
柱
と
し
て
、三

百
八
十
五
世
帯
ほ
ど

が
暮
ら
す
の
ど
か
な

海
辺
の
地
区
で
す
。

輿
制
作
会
社「
中
台
」の
制
作
に
よ
り
現
在
の
白
木
の
大
神
輿
が
新

調
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
屋
根
に
は
、三
つ
の
左
三
つ
巴
が
光
り
、重
厚
な

台
輪
に
腰
組
作
り
、白
木
の
神
々
し
さ
と
美
し
さ
に
は
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

御
瀧
神
社
の
祭
神
で
あ
る
水
波
能
売
命（
み
ず
は
の
め
の
み
こ
と
）

に
因
ん
で
、見
事
な
龍
の
彫
刻
が
数
多
く
施
さ
れ
て
い
る
の
も
特
徴
の

ひ
と
つ
で
す
。ま
た
、ふ
ん
だ
ん
に
施
さ
れ
た
飾
り
金
具
の
一つ一つ
に
も

神
輿
職
人
の
こ
だ
わ
り
が
光
り
、大
賀
区
の
人
々
の
熱
意
と
情
熱
が

作
り
上
げ
た
自
慢
の
神
輿
で
す
。
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